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ク
ォ
ー
タ
ー
制
を�

授
業
の
質
向
上
に
活
か
す�

　
名
古
屋
大
学
を
含
む
多
く
の
大
学

で
、
学
年
暦
の
ク
ォ
ー
タ
ー
化
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ォ
ー
タ
ー
制

導
入
の
目
的
は
、
学
生
の
国
外
へ
の

送
り
出
し
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
中

心
で
す
。
し
か
し
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制

へ
の
移
行
に
よ
り
、
教
員
は
こ
れ
ま

で
の
授
業
設
計
を
大
き
く
見
直
す
必

要
に
直
面
し
ま
す
。
こ
の
変
化
を
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
授
業

設
計
を
見
直
し
て
、
学
生
の
学
習
の

質
を
向
上
さ
せ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
長
年
、
日
本
の

大
学
教
育
の
中
心
的
な
問
題
は
学
生

の
学
習
量
の
少
な
さ
で
あ
り
、
学
生

を
勉
強
さ
せ
る
教
育
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
こ
の
間
、
政
策
的
に
進
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
は
、
シ
ラ
バ
ス
の
充
実
、

学
生
調
査
（
I
R
）
の
充
実
、

G
P
A
の
活
用
、
C
A
P
制
や
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
の
導
入
、
全
学
的
な
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
教
育
情
報
の
公

開
な
ど
、
小
道
具
や
周
辺
領
域
の
拡

充
で
し
た
。
こ
う
し
た
制
度
整
備
が

学
生
の
学
習
時
間
の
増
加
に
寄
与
す

る
に
は
、
授
業
の
質
向
上
の
梃
子
と

し
て
活
用
す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

ク
ォ
ー
タ
ー
制
も
小
道
具
の
1
つ

に
と
ど
め
ず
、
学
生
の
学
習
を
促
進

す
る
契
機
と
す
る
工
夫
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。�

�

ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
活
か
す�

授
業
デ
ザ
イ
ン�

　
例
と
し
て
、
週
2
回
の
授
業
を

8
週
間
で
行
う
場
合
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
（
1
科
目
2
単
位
を
維

持
す
る
移
行
を
想
定
）。
授
業
時
間

数
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

授
業
の
間
隔
が
短
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
授
業
時
間
外
の
課
題
も
集
中
的

に
取
り
組
め
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。�

　
短
期
集
中
型
の
授
業
は
、
反
復
学

習
が
効
果
的
な
基
礎
科
目
で
は
教
育

効
果
が
高
ま
る
一
方
、
高
年
次
の
専

門
科
目
、
教
養
科
目
、
研
究
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
科
目
で
は
逆

効
果
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
教
員
に

よ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
特
に
、
専

門
教
育
に
お
い
て
複
雑
な
概
念
や
理

論
を
教
え
る
場
合
は
、
従
来
と
同
じ

授
業
計
画
で
は
、
進
行
が
速
す
ぎ
て

学
生
が
つ
い
て
い
け
な
い
と
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
週
2
回
授
業
を
行
う
場
合
の
工

夫
の
1
つ
と
し
て
、
授
業
計
画
全

体
を
こ
れ
ま
で
の
半
分
の
8
週
間

で
設
計
し
た
上
で
、
1
週
間
の
間

の
1
回
目
を
講
義
、
2
回
目
を
演

習
と
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
学
生

は
講
義
で
新
た
に
獲
得
し
た
知
識
を
、

演
習
の
中
で
活
用
・
応
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
講
義
と
演
習
を
セ
ッ

ト
に
す
る
に
は
、
演
習
で
取
り
組
む

課
題
や
問
い
を
中
心
に
授
業
の
準
備

を
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
反
転

授
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
似
た
授

業
設
計
と
も
言
え
ま
す
。�

　
講
義
と
演
習
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

一
方
を
T
A
に
任
せ
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
講
義
を
T
A
に
任
せ
れ
ば
、

教
員
は
演
習
の
準
備
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
学
生
数
が
多
く
、

複
数
の
T
A
を
活
用
で
き
る
場
合
は
、

講
義
は
教
員
が
行
い
、
多
人
数
の
学

生
を
少
人
数
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
複

数
の
T
A
で
演
習
を
指
導
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
授
業
設
計
を

行
う
に
は
、
新
し
い
T
A
制
度
の

整
備
に
加
え
、
各
科
目
を
ど
の
学
期

に
配
当
す
る
か
、
週
2
回
授
業
の

時
間
割
を
ど
う
設
計
す
る
か
、
講
義

や
演
習
を
担
当
す
る
T
A
の
育
成

を
ど
う
進
め
る
か
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
や
制
度
づ
く
り
が
不
可
欠

で
す
。
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
演
習
を
担
当
す
る
T
A
向
け
に
、

問
い
の
つ
く
り
か
た
や
学
生
中
心
の

少
人
数
授
業
を
運
営
す
る
方
法
を
指

導
す
る
科
目
を
開
講
し
て
い
ま
す
。�

�

セ
メ
ス
タ
ー
制
の
長
所
を�

振
り
返
る�

　
と
こ
ろ
で
、
北
米
の
大
学
は
、

2
0
1
2
年
時
点
で
7
割
以
上
の

大
学
が
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
採
用
し
て

お
り
、
過
去
２０
年
の
間
に
２０
％
以
上

増
加
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ト
レ

ン
ド
は
ク
ォ
ー
タ
ー
か
ら
セ
メ
ス
タ

ー
へ
で
す
。
教
員
の
多
く
は
、
セ
メ

ス
タ
ー
制
の
方
が
複
雑
な
概
念
や
理

論
を
教
え
る
十
分
な
時
間
を
確
保
で

き
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。�

　
セ
メ
ス
タ
ー
制
に
移
行
し
た
ほ
と

ん
ど
の
大
学
で
、
移
行
前
に
検
討
し

た
2
つ
の
学
年
暦
の
長
所
と
短
所

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ク
ォ
ー
タ

ー
制
（
た
だ
し
、
北
米
の
ク
ォ
ー
タ

ー
制
は
3
学
期
制
で
1
学
期
は
１０

週
間
の
授
業
が
多
い
）
は
、
言
語
学

習
や
数
学
な
ど
反
復
練
習
が
必
要
な

科
目
で
は
、
短
期
間
で
集
中
的
に
反

復
学
習
を
行
う
た
め
、
高
い
教
育
効

果
が
得
ら
れ
る
長
所
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
多
く
の
教

員
は
、
専
門
教
育
を
行
う
に
は
ク
ォ

ー
タ
ー
は
短
す
ぎ
る
と
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。
新
し
い
理
論
や
概
念
を

獲
得
し
、
そ
の
活
用
や
応
用
を
議
論

し
た
り
実
践
し
た
り
し
て
、
最
終
的

な
成
果
を
学
期
末
論
文
に
す
る
に
は
、

セ
メ
ス
タ
ー
の
時
間
が
必
要
と
い
う

認
識
で
す
。�

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
大

学
で
ク
ォ
ー
タ
ー
制
へ
移
行
す
る
際

に
は
、
授
業
担
当
者
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
委
員
会
等
へ
の
支
援
の
充
実
が
不

可
欠
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
島
英
博
）�

�
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大学教員�
準備講座2015を�
実施しました�

セミナー案内�

ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
活
か
す
授
業
デ
ザ
イ
ン
�

　本年8月3～5日に大学教員準備講座

2015を実施しました。大学院共通科目

として2012年度から毎年開講されてい

る本講座ですが、今回は本年4月に高等

教育研究センターに新設された「アクテ

ィブラーニング・スタジオ」が教室とな

りました。グループワークやディスカッ

ションを多く取り入れ、濃密な3日間で

した。2016年度も同様に開催する予定

ですので、大学教員職に関心のある大学

院生やポスドクにご紹介いただければと

思います。�

第77回客員教授セミナー�

「大学のガバナンスと教育改革」�

講演者：吉武博道氏（筑波大学）�

日　時：2015年 11月 19日（木）16:00-18:00�

場　所：文系総合館5階アクティブラーニングスタジオ�

詳細は下記HPをご覧ください�

http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/seminar/�

151119_yoshitake/�

お問合せは info@cshe.nagoya-u.ac.jp まで�

大学教務実践研究会第3回大会�

日　時：2015年 12月 5日（土）10:00-16:00�

場　所：愛知みずほ大学�

定　員：140名�

詳細および参加申込は下記HPをご覧ください�

http://kyoumujissen.wix.com/home�

お問合せは kyoumujissen@gamil.comまで�
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名古屋大学高等教育研究センター�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

ケン・ベイン著　藤井良江訳�
日本実業社　2014年�

　著者は、有名大の教育・学習センター長を歴
任した米国の著名な研究者です。教育実践で成
果をあげている大学教員が、授業内外で何をい
かに行っているかを分析した前著『ベスト・プ
ロフェッサー』（2004 年）があります。�
　本書は、大卒後に各界で活躍を続ける人々が、
大学在学中にいかに学習したか、その内容や特
徴は何かを、豊富な事例に基づいて考察してい

ます。とくに彼らの多くが、失敗経験から前向
きに学ぶことにより、批判的に思考したり、困
難な問題を臨機応変に処理できるようになった
ことを詳述しています。彼らの多くに共通する
のは、「深い学習」を行っていることです。�
　学生の学習方法は①深い学習、②戦略的な学習、
③表面的な学習に大別でき、学生は無意識のう
ちにどれかを選択しています。①の学生は困難

な課題にかじりつき簡単にあきらめない、文章
の裏に潜む本質的なものを突き止めようと奮闘
する、②や③の学生は試験での好成績を収める
ことを目的にしており、目的を達成できても自
分の考えや行動に学習が影響も与えないと指摘
しています。�
　学生が学業成績などの学習成果を性急に求め
ること、教員がときに報償を用いてそれを促す
ことなど、教育場面で見かける日常的な行為が、
意図に反して学びを阻害する可能性のあること
を教えています。内面から湧く自然な学習動機
を大切にして、じっくり課題に取り組ませる必
要があることなど、学生の学習支援について多
くの示唆を得られる書籍です。　　　（夏目達也）�

アカデミック・インテグリティ�
（学問的誠実性）�

　学問に携わる者に求められる高潔さをアカデミック・インテ

グリティと言います。インテグリティ（integrity）ですので、 

高潔さは誠実さ、清廉性、完全性などと言い換えられることも

あります。研究倫理よりも広範な概念であり、学問に携わる大

学教員、研究者、学生のすべてに適応される用語です。学生の

コピペ問題などと連動して、近年注目されています。アカデミッ

ク・インテグリティに関する行動規範を定めたり、ハンドブッ

クを提供したりする大学があります。�

　学生の具体的な行動としては、盗用（剽窃）をしない、実験

や調査のデータを捏造しない、レポートの丸写しをしない・さ

せない、カンニングをしない・させない、といったものが挙げ

られます。各自の知性・能力を適切に披露することが基本です。

「見て見ぬ振り」も アカデミック・インテグリティに反する行

為です。�

　重要なことは、なぜこれらの行為をしてはいけないのかです。

同じ単位や学位をもらうのに不公平があってはいけないという

説明がありますが、もしも全員揃ってカンニングしたらと考え

ると行き詰まります。「勉強したくてきたのでしょう？」とい

う問いへの答えも「したい人はすればいい」になりかねません。

アカデミック・インテグリティは学位の質を担保するものであ

り、これによって大学も学生にも利益があるのだということを

共通理解にする必要があります。また、社会的な意思によって

「学問の自由」が保証された大学という学びの場が成立してい

ることから、それにふさわしい社会的責任を果たし、今後の継

承を確保するという意味合いが肝要です。�

　一方で、学生がひとりで何もかも解決しなくてはと思い込ん

で孤立することがないように、適切な指導や体制も求められま

す。例えば、友人との議論を通じて考えを深めることを遠慮し

ないようにシラバス等で予め推奨しておくなどです。とはいえ、

明確な線引きやルール化は難しいのも事実です。まずは生き生

きとした学問の共同体をつくることが、アカデミック・インテ

グリティにつながると考えられます。　　　　　　（齋藤芳子）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

1.

各
国
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
内
容�

　
2
0
1
5
年
5
月
に
、「
欧
州
高

等
教
育
圏
質
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
改
訂
版
が
、
欧
州
高
等

教
育
大
臣
会
合
で
承
認
さ
れ
、
そ
の

内
容
が
正
式
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。�

　
従
来
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
欧
州

高
等
教
育
大
臣
会
合
が
2
0
0
5

年
に
採
択
し
た
も
の
で
、
2
0
0
3

年
に
同
会
合
が
行
っ
た
要
請
を
受
け

て
、
主
に
欧
州
高
等
教
育
質
保
証
協

会
（
E
N
Q
A
）
が
取
り
ま
と
め
た

提
案
が
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
は
、
唯
一
の
基

準
を
設
け
て
各
々
の
高
等
教
育
機
関

や
評
価
機
関
に
遵
守
を
求
め
た
り
、

一
律
に
評
価
を
行
う
と
い
う
趣
旨
で

は
な
く
、
国
・
地
域
間
の
差
異
を
認

め
た
う
え
で
、
共
通
の
質
保
証
基
準

を
設
け
る
こ
と
で
す
。�

　
そ
の
後
、
E
U
域
内
全
体
に
教
育

の
質
保
証
を
め
ぐ
る
状
況
に
進
展
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
E
U
域
内
各
国
で

質
保
証
シ
ス
テ
ム
が
一
定
程
度
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
学
生
の
学
習
成

果
重
視
の
方
針
が
受
け
入
れ
ら
れ
て

き
た
こ
と
、
国
境
を
越
え
た
大
学
間

の
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
等
で
す
。
こ
の
状
況

を
ふ
ま
え
て
、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。�

　
今
回
改
訂
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
目
的
は
、
以
下
の
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
①
教
授
・
学
習
に
関

す
る
質
保
証
制
度
の
た
め
の
共
通
枠

組
を
E
U
、
国
、
機
関
の
各
レ
ベ
ル

で
設
定
す
る
こ
と
、
②
欧
州
高
等
教

育
圏
内
で
高
等
教
育
の
質
を
保
証
・

改
善
す
る
こ
と
、
③
国
境
を
越
え
た

相
互
認
証
・
人
の
移
動
を
促
進
す
る

こ
と
で
す
。�

2.

学
生
中
心
の
教
授
・
学
習
の�

あ
り
方
を
重
視�

　
内
容
は
、
内
部
質
保
証
（
第
1
部
）、

外
部
質
保
証
（
第
三
者
評
価
、
第
2

部
）、
外
部
質
保
証
機
関
に
関
す
る

欧
州
基
準
（
第
3
部
）
の
3
種
類

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
第
2
部
と
第
3
部
が
そ
れ
ぞ
れ

8
項
目
か
ら
7
項
目
に
削
減
・
整

理
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
第
1
部

は
7
項
目
か
ら
１０
項
目
へ
と
増
え

て
い
ま
す
。
第
1
部
は
、
学
習
者

中
心
の
教
授
・
学
習
・
評
価
の
あ
り

方
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
方
針
を
反

映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
E
U
域
内
に
は
数
多
く
の
国
が
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
政
治
制
度
、
高
等

教
育
制
度
、
社
会
・
文
化
的
背
景
を

異
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高

等
教
育
の
質
や
基
準
等
を
、
一
律
に

定
め
る
こ
と
は
不
適
切
と
の
認
識
が

示
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
2
0
0
5
年

版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）。
多
様
な
関
係

者
が
合
意
で
き
る
よ
う
に
、
多
様
な

視
点
を
反
映
し
た
内
容
に
す
る
こ
と

が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
上
記
の
E
N
Q
A

だ
け
で
な
く
、
欧
州
大
学
協
会
（
E
U
A
）

等
の
高
等
教
育
機
関
や
学
生
団
体
の

連
合
体
、
さ
ら
に
、
大
学
評
価
団
体

や
経
済
団
体
等
も
参
加
し
て
お
り
、

こ
の
面
で
も
多
様
性
が
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
当
初
か
ら
そ
の
内
容
は
一
般
的

な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
回
の
改

訂
版
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
と
は
い
え
、
E
U
域
内
で
は
高
等

教
育
全
般
に
わ
た
り
改
革
の
取
り
組

み
は
活
発
で
す
。
共
通
の
資
格
枠
組

（
E
Q
F
）
の
設
定
、
大
学
間
の
共

同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
促
進
や
そ
れ

を
通
じ
た
国
境
を
越
え
た
人
の
移
動

の
活
発
化
等
で
す
。
今
回
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
こ
う
し
た
流
れ
を
加
速
す

る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
夏
目
達
也
）�

『世界を変えるエリートは何を�
　　　　　　　　　どう学んできたのか』�

Academic Integrity

「
E
U
の
高
等
教
育
質
保
証
に
関
す
る�

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
１０
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
る
」�

(インド マハラジャ  クリシュナクマリシン  バーヴナガル大学）�


